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(57)【要約】
【課題】　硬質表面洗浄用殺菌性水系組成物および使用方法。
【解決手段】　殺菌有効量の第四級アンモニウム化合物、
　　　　　　　芽胞形成有効量のバチルス属微生物組成物、および
　　　　　　　水分散有効量の第四級アンモニウム化合物以外の界面活性剤、
を含んで成る硬質表面洗浄用殺菌性水系組成物を記述する。この組成物を用いて多様な微
生物フローラを含有する硬質表面を洗浄する。この組成物は、嫌な臭いの原因に成り得る
望ましくない微生物を死滅させることで洗浄および殺菌を行いそしてバチルス属の芽胞を
後に残し、この芽胞は後で発芽して、いくらか継続して残存する残渣の分解を嫌な臭いを
発することなく起こさせる。
【選択図】　　　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬質表面洗浄用殺菌性水系組成物であって、
　　　殺菌有効量の第四級アンモニウム化合物、ただし該第四級アンモニウム化合物は、
　　　ジデシルジメチルアンモニウムクロライド、ジオクチルジメチルアンモニウムクロ
　　　ライド、オクチルデシルジメチルアンモニウムクロライドおよびアルキル（Ｃ14－
　　　５０重量％、Ｃ12－４０重量％、Ｃ16－１０重量％）ジメチルベンジルアンモニウ
　　　ムクロライドのブレンド物である、
　　　芽胞形成有効量のバチルス属微生物組成物、および
　　　水分散有効量の第四級アンモニウム化合物以外の界面活性剤
を含んで成る組成物。
【請求項２】
　塩化カルシウムを更に含んで成る請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　多様な微生物フローラを含有する汚れた硬質表面を洗浄する方法であって、請求項１記
載の組成物を前記表面に塗布しそして前記表面を乾燥させることで前記表面を洗浄かつ殺
菌することを含んで成る方法。
【請求項４】
　硬質表面洗浄用殺菌性水系組成物であって、本質的に下記の材料を下記の重量：
カチオン性材料　　　　　　　　　　　１－１０％
バチルス属微生物材料　　　　　　　　１×１０9－１×１０12ＣＦＵ／３.７８５リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ットル（ガロン）
非イオン性または両性界面活性剤　　　１－１０％
カチオン系に適合し得る増粘剤　　　　０.１－５％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　残りの量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　総量１００％
で含んで成る組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、芽胞形成性微生物学的細菌（ｓｐｏｒｅ　ｆｏｒｍｉｎｇ　ｍｉｃｒｏｂｉ
ｏｌｏｇｉｃａｌ　ｂａｃｔｅｒｉａ）を用いて硬質表面を殺菌して洗浄する組成物に関
する。
【発明の背景】
【０００２】
　数多くの施設を管理する環境には一般に汚れた表面が数多く存在する。
【０００３】
　数多くの施設を管理する環境には、一般に、管理職員が充分な洗浄および保守を行うの
が困難な表面が数多く存在する。そのような表面の組成および／または機能は、典型的に
、標準的な洗浄手順を用いたのでは有効に除去されない有機汚れおよび多様な微生物フロ
ーラ（ｆｌｏｒａ）が住み着くような組成および／または機能である。そのような表面に
は、これらに限定するものでないが、台所、便所、ロッカーローム、動物飼育施設、犬小
屋または獣医診療所、荷積み港湾施設、ごみ収集箱および公共トランジットオペレーショ
ン（ｔｒａｎｓｉｔ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎｓ）などの如き領域の床および壁が含まれる。
【０００４】
　洗浄が充分でないことが原因で表面に汚れが集積して天然微生物のフローラが増殖する
と、そのような施設は以下に示す２つの結果に苦しむことになる。１番目として、そのよ
うな材料に見られる汚れ負荷（ｓｏｉｌ　ｌｏａｄ）が原因で前記施設の外観上の奇麗さ
が低下する。２番目として、住み着いた微生物集団によって有機物が生物学的分解を起こ
すことが原因でそのような汚れ負荷が不快な臭いの主要な源になり得る。
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【０００５】
　現在の技術を用いてそのような洗浄作業を解決しようとしても有効かつ効率の良い様式
は得られない。用いられている基本的洗浄方法は負荷が軽度から中程度の洗剤および／ま
たは洗剤／殺菌剤に頼っている。
【０００６】
　そのような種類の製品は大部分の表面汚れを除去する能力を有し、かつ殺菌剤の場合、
住み着いている細菌集団のいくらかを死滅させる能力を有する。しかしながら、それらは
表面の中に染み込んでいる汚れに対しては有効でなくかつ臭いを隠す目的でそれらに香料
を用いたとしてもそれらが与える不快さ制御にはいくらか限度がある。このことから、洗
浄が有効には成されないか或は洗浄を成功裏に行うには多段階過程を要する。最も利用さ
れている洗浄技術は、この上に示した種類の製品（類）を表面に塗布してそれを奇麗にし
た後に浄水で濯ぎそして生物学的活性を示す製品を用いて前記表面を「深洗浄（ｄｅｅｐ
　ｃｌｅａｎ）」して臭いを制御することを伴う。バチルス属に属する細菌を基とする生
物学的製品を用いて基質に捕捉されている有機物の生物学的分解を起こさせることを通し
て「深洗浄」と臭いの制御を行う。
【０００７】
　本発明の目的は、そのような表面の洗浄を達成する単一段階方法を提供することにある
。本発明は、洗浄と殺菌と微生物学的活性の組み合わせを１つの水性製品の中に入れたも
のである。
【０００８】
　微生物材料を用いて、表面に存在し得る嫌な臭いとそれの源を壊す。抗菌成分の目的は
、表面に存在することが確認されて健康の懸念を与え得るか或は不快な臭いの一因になり
得るいろいろな種類の微生物を死滅させることにある。前記微生物材料（ｍｉｃｒｏｂｉ
ａｌｓ）は前記表面に残存（使用後）して、残存する有機物を分解させることを通して洗
浄過程を継続する。抗菌性製品を配合する特に重要な面は、それらが長期間に渡って安定
に残存する点にある。このような微生物学的材料は、洗浄用組成物に含める他の成分、例
えば抗菌活性剤、例えば第四級アンモニウム化合物などが存在していても同様に安定であ
る必要がある。
【０００９】
　本発明の１つの目的は、水を基とする有効な硬質表面洗浄用殺菌性組成物を得ることに
ある。
【００１０】
　本発明の１つの目的は、長期間安定なばかりでなくまた微生物材料が本洗浄用組成物が
乾燥した後でも前記硬質表面上で活性を示すままであるように殺菌剤と硬質表面洗浄剤と
細菌を組み合わせた組成物を得て使用することにある。
【００１１】
　本発明の１つの目的は、バチルス属を殺菌剤、例えば第四級アンモニウム化合物などの
存在下で含有させた水性組成物を用いることにある。
【００１２】
　本発明の１つの目的は、基質である硬質表面の洗浄、殺菌および臭い制御を行う多段階
洗浄過程の数が少なくなるように、より効率の良い様式で一般的な洗浄作業を実施するこ
とにある。本発明を用いると労働時間の節約が可能になりかつ化学品の在庫を少なくする
ことが可能になる。
【００１３】
　本発明の１つの目的は、固有バイオマス（ｉｎｄｉｇｅｎｏｕｓ　ｂｉｏ－ｍａｓｓ）
の生物学的増加を通して現場の廃棄物処理装置および自治体の処理プラントの両方により
良好な環境運命属性（ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　ｆａｔｅ　ａｔｔｒｉｂｕｔｅｓ）
を与える微生物内容物を含有させた組成物を用いることにある。
【００１４】
　以下に示す文献が本明細書に開示する発明に関係し得る。
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【００１５】
　ＰＣＴ公開ＷＯ９７／２５８６５は、界面活性剤とキレート剤と防腐剤と増粘剤とバチ
ルス属微生物を含有する衛生用組成物に関する。
【００１６】
　米国特許第５，４４９，６１９号は、バチルス属微生物と界面活性剤に加えて防腐剤を
含有するドレインオープナー（ｄｒａｉｎ　ｏｐｅｎｅｒ）調合物に関する。
【００１７】
　米国特許第４，８３９，３７３号は、第四級アンモニウム化合物に加えて特定の防腐剤
（これはベンゾチアゾールの誘導体である）を特定比で含有する防腐剤組成物に関する。
【００１８】
　米国特許第４，４０４，１２８号は酵素洗剤組成物に関し、その酵素は蛋白分解酵素で
ある。
【００１９】
　米国特許第４，６５５，７９４号は、研磨剤粒子に加えて生存可能な微生物、例えばバ
チルス属と洗剤と増粘剤と抗沈降剤を含有する液状の洗浄用化合物に関する。この組成物
は洗浄用組成物である。
【００２０】
　米国特許第５，４０９，５４６号はコンタクトレンズを洗浄および殺菌する方法に関し
、そこでは、バチルス属に属する細菌に由来するセリンプロテアーゼである防腐剤と金属
キレート剤とホウ酸を存在させている。また、非イオン性界面活性剤も記述している。
【００２１】
　米国特許第５，７３１，２７８号には、界面活性剤と非表面活性液状担体組成物と粘度
上昇剤と酵素を含有する高負荷洗濯（ｈｅａｖｙ－ｄｕｔｙ　ｌａｕｎｄｒｙ）用洗剤が
記述されている。
【００２２】
　ＰＣＴ公開ＷＯ９７／１６５４１にはアルカリ性プロテアーゼが記述されていて、そこ
にはバチルス属の１つの菌株が記述されており、それは界面活性剤の存在下で安定性を示
す。
【００２３】
　ＰＣＴ公開ＷＯ９７／３８５８６には、サルモネラ菌以外の微生物が肉製品上で増殖す
るのを防止する方法が開示されており、そこでは、前記肉製品をバチルス属の如き微生物
と一緒に微生物増殖阻害量の第四級アンモニウム化合物に接触させている。
【発明の要約】
【００２４】
　硬質表面洗浄用殺菌性水系組成物（ａｑｕｅｏｕｓ　ｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔ　ａｎ
ｄ　ｈａｒｄ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｃｌｅａｎｉｎｇ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）がここに
記述される。この組成物は、
殺菌有効量（ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　ｄｉｓｉｎｆｅｃｔｉｎｇ　ａｍｏｕｎｔ）の第四級
アンモニウム化合物、
有効量の芽胞形成性（ｓｐｏｒｅ　ｆｏｒｍｉｎｇ）微生物組成物、および
水分散有効量（ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　ｗａｔｅｒ　ｄｉｓｐｅｒｓｉｎｇ　ａｍｏｕｎｔ
）の界面活性剤、
を含んで成る。
【００２５】
　また、多様な微生物フローラを含有する汚れた硬質表面を洗浄する方法もここに記述さ
れる。この方法は、この上に記述した組成物を前記表面に塗布しそしてこの表面を乾燥さ
せることで前記表面を奇麗にすることを含んで成る。
【００２６】
　また、水で希釈して用いるに有用な前記硬質表面洗浄用殺菌性水系組成物の濃縮組成物
もここに記述される。このものは、前記組成物の量が１－１０重量％で残りが水であるよ
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うに希釈される。
【好適な態様の説明】
【００２７】
　本発明の硬質表面洗浄用殺菌性水系組成物では第四級アンモニウム化合物を殺菌有効量
で用いる。このアンモニウム化合物は、細菌、菌・カビおよび包膜ウイルスに対して優れ
た作用を示すカチオン性界面活性剤である。第四級品（ｑｕａｔｅｒｎａｒｉｅｓ）は、
追加的に存在させる水の品質が劣りかつ有機汚れ負荷条件下でも一定した効力を与える。
包膜ウイルスのより詳細なリストに関してはＦｉｅｌｄｓ　Ｖｉｒｏｌｏｇｙ、第２版、
１９９０を参照のこと。
【００２８】
　商業的に利用可能な抗菌性カチオン剤（ｃａｔｉｏｎｉｃｓ）
　この種類の使用で活性を示すとしてＥＰＡに登録されている第四級を基とする抗菌剤の
主な供給業者は３社である。このような会社はＬｏｎｚａ、ＳｔｅｐａｎおよびＭａｓｏ
ｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙである。それらの市販品の商標名はそれぞれＢａ
ｒｄａｃ、ＢＴＣおよびＭａｑｕａｔである。市販されている望ましいカチオン性材料は
全部下記の系列の１つに一致する：
第一世代（ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ）：Ｃ6Ｈ5－ＣＨ2Ｎ(ＣＨ3)2Ｒ
　　　　　アルキルジメチルベンジルアンモニウムクロライド
第二世代：(Ｃ2Ｈ5)Ｃ6Ｈ5－ＣＨ2Ｎ(ＣＨ3)2Ｒ
　　　　　アルキルジメチルエチルベンジルアンモニウムクロライド
第三世代：Ｎ(Ｒ)2(ＣＨ3)2
　　　　　Ｒ－ジメチルアンモニウムクロライド
　好適なカチオン性界面活性剤（ｄｅｔｅｒｇｅｎｔ）は第四級アンモニウムクロライド
系列の界面活性剤、例えばＳｔｅｐａｎ　ＣｈｅｍｉｃａｌのＢＴＣ（商標）材料などで
あり、これには、炭素原子数が６－１８のジアルキル，炭素原子数が１－４のジアルキル
アンモニウムクロライド、好適にはジデシルジメチルアンモニウムクロライド、ジオクチ
ルジメチルアンモニウムクロライド、オクチルデシルジメチルアンモニウムクロライドお
よびアルキル（Ｃ14－５０％、Ｃ12－４０％、Ｃ16－１０％）ジメチルベンジルアンモニ
ウムクロライドが含まれる。以下に挙げる如きアンモニウムクロライド材料のブレンド物
が更により好適である。
【００２９】
　この製品に用いられている系は、第四級アンモニウム化合物の有利な面の全部を最大限
にするように計画された系であり、これは下記がそれぞれ１：１：２：２．６７重量比の
ブレンド物で構成されている：
１．　ジデシルジメチルアンモニウムクロライド（ＢＴＣ　８１８）
　　　（Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌの商標）
２．　ジオクチルジメチルアンモニウムクロライド（ＢＴＣ　８１８）
　　　（Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌの商標）
３．　オクチルデシルジメチルアンモニウムクロライド（ＢＴＣ　８１８）
４．　アルキル（Ｃ14－５０重量％、Ｃ12－４０重量％、Ｃ16－１０重量％）ジメチルベ
ンジルアンモニウムクロライド（ＢＴＣ　８３５）（Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌの
商標）。
【００３０】
　このブレンド物（１－４）を殺菌用組成物として用いる間、それの全体レベルを好適に
は５００から１０００ｐｐｍ（ｐａｒｔｓ　ｂｙ　ｗｅｉｇｈｔ　ｐｅｒ　ｍｉｌｌｉｏ
ｎ）の範囲にする。
【００３１】
　使用可能な他の第四級材料はＴｏｍａｈの第四級品［Ｔｏｍａｈ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（
Ｍｉｌｔｏｎ、Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ）の第四級アンモニウム材料の商標］である。
【００３２】
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　Ｔｏｍａｈの第四級品は、高分子量の第三級脂肪族アミンとアルキル化剤、例えば塩化
メチルなどの反応を基にした第四級品である。第四級品は、他のアミンを基とする界面活
性剤、例えばエトキシル化アミン類または酢酸アミン塩などより高いカチオン性を示しか
つｐＨの変化に対して高い安定性を示す。分子構造が異なると溶解性、乳化特性およびカ
チオン強度特性も異なる。
【００３３】
　Ｔｏｍａｈの大部分の第四級品は式
　　　　　ＲＯ(ＣＨ2)3Ｎ

+（ＣＨ3)(Ｃ2Ｈ4ＯＨ)2Ｃｌ-

［式中、Ｒは脂肪族の疎水基（ｈｙｄｒｏｐｈｏｂｅ）である］
で表わすことが可能である。Ｒは、疎水性の脂肪族アルキル（炭素原子数が６－１８）で
ある。
【００３４】
　Ｔｏｍａｈから入手可能な他の有用な第四級アンモニウム材料は下記である：
Ｑ－１４－２
　７５％活性の（７５％　ａｃｔｉｖｅ）イソデシルオキシプロピルジヒドロキシエチル
メチルアンモニウムクロライド；
Ｑ－１４－２ＰＧ
　７５％活性のイソデシルオキシプロピルジヒドロキシエチルメチルアンモニウムクロラ
イド（プロピレングリコールに入れて供給）；
Ｑ－１７－２
　７５％活性のイソトリデシルオキシプロピルジヒドロキシエチルメチルアンモニウムク
ロライド；
Ｑ－１７－２ＰＧ
　７５％活性のイソトリデシルオキシプロピルジヒドロキシエチルメチルアンモニウムク
ロライド（プロピレングリコールに入れて供給）；
Ｑ－１８－２（５０）
　５０％活性のオクタデシルジヒドロキシエチルメチルアンモニウムクロライド；
Ｑ－１８－１５
　１００％活性のオクタデシルポリ（１５）オキシエチレンメチルアンモニウムクロライ
ド；
Ｑ－Ｄ－Ｔ
　５０％活性のタロウ（ｔａｌｌｏｗ）ジアミンジ第四級品（ｄｉｑｕａｔｅｒｎａｒｙ
）；
Ｑ－ＤＴ－ＨＧ
　７０％活性のタロウジアミンジ第四級品（ヘキシレングリコールに入れて供給）；
Ｑ－Ｃ－１５
　１００％活性のココ（ｃｏｃｏ）ポリ（１５）オキシエチレンメチルアンモニウムクロ
ライド；および
Ｑ－ＳＴ－５０
　５０％活性のトリメチルステアリル第四級アンモニウム材料。
【００３５】
　本発明では芽胞形成性微生物組成物を有効量で用いる。本発明で用いるに望ましい生物
学的製品は、一般にバチルス属に属する細菌を基とする液状または凍結乾燥形態の製品で
ある。このような有機体は休止芽胞状態になり得ることが理由で調合が容易なことから好
適である。加うるに、バチルス属に属する特定種は有機物を分解する能力を有することか
ら、本明細書に記述する種類の用途の洗浄目的で用いるに適する。更に、バチルス属の細
菌は、それ自身を容易に大規模に発酵させるに適する。本明細書に記述する如き調合物に
含める細菌は、この調合物に含める他の成分、特に抗菌性の第四級材料の存在下で安定で
あることを基にするのが望ましい。好適な有機体は、バチルス・アミロリクエファシエン
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ）、バチルス・リケニホル
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ミス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｓ）、巨大菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ｍｅｇａｔｅｒｉｕｍ）および枯草菌（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）である。
このような製品は数多くの給源から商業的に入手可能である。バチルス属の好適な材料は
Ｓｅｍｃｏ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｅｉｓ，Ｉｎｃ．から名称Ｓｐｏｒｚｙｍｅ　ＩＢ，Ｓ
ｐｏｒｚｙｍｅ　Ｕｌｔｒａ　Ｂａｓｅ　２，Ｓｐｏｒｚｙｍｅ　ＥＢ　およびＳｐｏｒ
ｚｙｍｅ　ＢＣＣ［全部Ｓｅｍｃｏ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｅｉｓの商標であり、バチルス
属の細菌芽胞を含有する液体材料である］の下で入手可能である。また、バチルス属の材
料をＳｙｂｒｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ、ＤＥ）から
入手することも可能である。
【００３６】
　本発明の洗浄用殺菌性組成物で用いる追加的成分は界面活性剤である。水の表面張力を
小さくして汚れを基質から除去する補助で界面活性剤を用いる。特に望ましい群の界面活
性剤は、前記カチオン性殺菌剤および微生物学的材料の安定性を維持する界面活性剤であ
る。好適に用いる界面活性剤は非イオン性および両性材料である。このような材料は奇麗
にすべき基質を充分に湿らせ、油状の汚れを乳化させかつ本洗浄用組成物に含めるカチオ
ン性成分とイオン的に適合し得る。
【００３７】
　使用可能な非イオン性材料には脂肪アミン類またはオキサイド類、脂肪アルカノールア
ミド類、アルキルポリグルコシド類および線状アルコールのエトキシレート類が含まれる
。好適な界面活性剤は第二アルコールのエトキシレート類、ベタイン類、スルテイン類（
ｓｕｌｔａｉｎｅｓ）およびアミンオキサイド類である。好適なアルコールエトキシレー
ト類およびエトキシスルフェート類をＮｅｏｄｏｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ
の商標（Ｓｈｅｌｌの界面活性剤の商標）の下で入手することができる。Ｎｅｏｄｏｌの
製品には、アルキルがＣ9－Ｃ15の範囲の線状第一アルコール類、非イオン界面活性剤で
あるエトキシレート、およびエトキシスルフェートが含まれる。
【００３８】
　非イオン性界面活性剤のさらなる例は、Ｉｇｅｐａｌ（Ｒｈｏｄｉａ，Ｉｎｃ．のノニ
ルフェノキシポリエトキシエタノールの商標）、Ｔｅｒｇｉｔｏｌ　ＮＰ（Ｕｎｉｏｎ　
Ｃａｒｂｉｄｅ　Ｃｏｒｐ．のノニルフェノキシエトキシレートの商標）、Ｔｅｒｇｉｔ
ｏｌ　１５－Ｓ（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ　Ｃｏｒｐ．の第二アルコールエトキシレ
ート類の商標）、Ｔｒｉｔｏｎ　Ｘシリーズ（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ　Ｃｏｒｐ．
のオクチルフェノールポリエトキシレートの商標）およびＴｗｅｅｎ　Ｍａｔｅｒｉａｌ
ｓ［ＩＣＩ　Ａｍｅｒｉｃａｓ，Ｉｎｃ．のポリオキシエチレン（２０）ソルビタンモノ
ステアレートおよびポリオキシエチレンソルビタンモノオレエートの商標］として知られ
る材料である。両性材料の例には、Ｍｉｒａｔａｉｎｅ　ＣＢＣおよびＭｉｒａｎｏｌ　
Ｃ２ＭＳＦ（Ｒｈｏｄｉａ，Ｉｎｃ．の界面活性剤の商標）およびＬｅｘａｉｎｅ（Ｉｎ
ｏｌｅｘ　Ｃｏ．のココアミドプロピルベタインの商標）が含まれる。
【００３９】
　本件で用いる微生物学的芽胞の分散液が示す安定性を維持しかつ芽胞の沈降（沈降が起
こると製品の有効性が失われる）が起こらないようにする目的で増粘剤を用いる。望まし
い増粘剤は、カチオン系に適合し得る増粘剤である。好適な増粘剤はセルロース系材料、
例えばヒドロキシエチルセルロースなどである。Ｎａｔｒｏｓｏｌ（Ｈｅｒｃｕｌｅｓの
非イオン性で水溶性の高分子ヒドロキシエチルセルロースの商標）およびＣｅｌｌｏｓｉ
ｚｅ（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅのヒドロキシメチルセルロースの商標）が好適である
。
【００４０】
　使用可能な追加的増粘剤はＡｃｕｓｏｌ　８８０／８８２［Ｒｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａ
ｓ　Ｃｏ．の商標であり、ポリエチレングリコールとプロピレングリコールと水を含有し
ていてｐＨが７－９で最大粘度が６０，０００ＣＰＳの非イオン結合高分子混合物（ｎｏ
ｎｉｏｎｉｃ　ａｓｓｏｃｉａｔｉｖｅ　ｐｏｌｙｍｅｒ　ｍｉｘｔｕｒｅ）である］で
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【００４１】
　本出願の洗浄用組成物の配合は下記の通りである：
【００４２】
【表１】

【００４３】
　濃縮形態における組成物のｐＨは約６から８の範囲である。前記組成物を実際に使用す
る時のｐＨは約７から８の範囲である。
【００４４】
　好適な配合を以下に示す。以下に記述する如き材料を混合することで本組成物の調製を
行う。
【００４５】
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【表２】

【００４６】
混合指示：
　前記材料を前記順で添加する。最初に水を加えて、この水にＮａｔｒｏｓｏｌ　２５０
　ＨＲをゆっくりとむらなく分散させる。Ｎａｔｒｏｓｏｌ　２５０　ＨＲの大きな塊が
生じないようにする。Ｎａｔｒｏｓｏｌ　２５０　ＨＲの全量を加え終わった後、この溶
液に水酸化カリウムを加える。充分な混合を約１０分間、またはＮａｔｒｏｓｏｌ　２５
０　ＨＲが水和されるまで行う。Ｎａｔｒｏｓｏｌ　２５０　ＨＲが水和された後、前記
塩を添加して継続し、そして混合を２分間、またはそれが溶解するまで行う。次に、Ｑ－
１７－２およびＮｅｏｄｏｌ　２５－７を加えて、充分な混合を１０分間、または分散し
ていない界面活性剤の塊が存在しなくなるまで行う。ＢＴＣ　８１８およびＢＴＣ　８３
５を添加して継続する。前記界面活性剤が分散した後、香料を加えて混合を溶液が透明に
なるまで行う。細菌培養物を添加する前にクエン酸を添加してｐＨを調整する。最後に、
別の容器内で最終的水と細菌培養物を混合する。この細菌培養物が完全に水和された後、
これを前記バッチに加える。最後に染料を添加して混合をそれが完全に分散するまで行う
。
【００４７】
　この上の表Ｉに記述した如き配合物に細菌安定性試験を受けさせた、即ち前記組成物に
長期安定性試験を室温および１００度Ｆの加熱箱温度で受けさせた。
【００４８】
　以下の表ＩＩに本発明の組成物が示した長期安定性を示す。
【００４９】
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【表３】

【００５０】
　本出願の組成物を用いていろいろな試験技術の洗浄性能要求に合致させるのは容易であ
り得る。そのような試験技術の一例はＡＳＴＭ　Ｄ　４４８８－９５に記述されている如
き洗浄確認であり、ここでは、汚れの自然または促進老化、例えばグリース状汚れを焼き
固めること（ｂａｋｅｄ　ｏｎ）による促進老化を用いてそれを実際の使用と相互に関係
付けることができる。抗菌効力を測定する他の実際の使用試験は、殺菌剤の試験に関する
実際のＡＯＡＣ使用希釈方法（ｕｓｅ－ｄｉｌｕｔｉｏｎ　ｍｅｔｈｏｄ）およびそれを
ＳＡＲＣ（半自動的環担体）で修飾した方法である。ＡＯＡＣ　Ｏｆｆｉｃａｌ　Ｍｅｔ
ｈｏｄｓ　Ｏｆ　Ａｎａｌｙｓｉｓの１５版、１９９０を参照のこと。
【００５１】
　本出願者の組成物を試験する時、ＡＯＡＣ方法の組成物を修飾した組成物にナイシンを
用いるのが特に有用であることを確認した。ナイシンは、ストレプトミセス・ラクチス（
Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｌａｃｔｉｓ）が産出する３４アミノ酸残基を含有する抗生
物質である。
ナイシンの説明：
　ナイシンは本製品の配合に入れる材料ではない。これはＡＯＡＣ試験方法の修飾である
。具体的には、試験継代培養を組み立てる時、レシーンブロス（ｌｅｔｈｅｅｎ　ｂｒｏ
ｔｈ）にナイシンを０．１μｇ／ｍｌ添加する。このレベルのナイシンは試験有機体に対
して静菌効果を全く示さないが、試験溶液から担体の上にいくらか移植したバチルス芽胞
の発芽後成長を抑制する。
【００５２】
　標準的な「使用－希釈」試験を黄色ブドウ球菌、緑膿菌、豚コレラ菌および大腸菌に対
して行った。表Ｉに記述した本発明の組成物は前記試験に満足される様式で合格した。
【００５３】
　本組成物に実質的な変化を与えない限り他の成分、例えば着色剤および香料などを本組
成物に添加することも可能である。
【００５４】
　本出願では全体として硬質表面を奇麗にして殺菌することを望むことから、この上に記
述した如き組成物が特に有用である。
【００５５】
　好適な追加的配合を以下に示す。この上に記述した混合と同じ様式で下記の材料を混合
することを通して本組成物の調製を行う。
【００５６】
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【表４】

【００５７】
　表ＩＩＩに示した配合の安定性を以下の表ＩＶに記述する。
【００５８】
【表５】

【００５９】
　また、表Ｖに示す如き回復％（％　ｒｅｃｏｖｅｒｙ）を用いて本組成物が示す長期安
定性も示す。
【００６０】

【表６】
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【００６１】
　本明細書に開示した本発明の形態が現在のところ好適な態様を構成するが、他にも数多
く可能である。本発明の可能な相当形態または分枝（ｒａｍｉｆｉｃａｔｉｏｎ）の全部
を本明細書に挙げることを意図しない。本明細書で用いる用語は限定ではなく単に説明的
用語であり、本発明の精神からも範囲からも逸脱しない限りいろいろな変形を成し得ると
理解する。
【００６２】
　本発明の特徴および態様は以下のとおりである。
【００６３】
　１．　硬質表面洗浄用殺菌性水系組成物であって、
　　　殺菌有効量の第四級アンモニウム化合物、
　　　有効量の芽胞形成性微生物組成物、および
　　　水分散有効量の界面活性剤、
を含んで成る組成物。
【００６４】
　２．　水で希釈して用いるに有用な硬質表面洗浄用殺菌性濃水系組成物であって、
　　　殺菌有効量の第四級アンモニウム化合物、
　　　有効量の芽胞形成性微生物組成物、
　　　水分散有効量の界面活性剤、および
　　　有効量の増粘剤、
を含んで成る組成物。
【００６５】
　３．　前記洗浄用組成物が１から１０重量％の量で存在していて前記組成物の残りが９
０から９９重量％の量の水である第１項記載の組成物。
【００６６】
　４．　前記第四級アンモニウム化合物が５．５％の量で存在しており、
　　　前記芽胞形成性微生物組成物が０．０１％の量で存在しており、
　　　前記界面活性剤が６．３％の量で存在しており、そして
　　　ｐＨが６から８の範囲である、
第３項記載の組成物。
【００６７】
　５．　下記の材料を下記の重量：
第四級材料　　１－１０％
微生物材料　　１ｘ１０9－１ｘ１０12ＣＦＵ／ガロン
　　　　　　　（コロニー形成単位）
界面活性剤　　１－１０％
増粘剤　　　　０．１－５％
水　　　　　　残りの量
　　　　　　　総量１００％
で含んで成る第１項記載の組成物。
【００６８】
　６．　下記の材料：
第四級材料　　０．１－２重量％
微生物材料　　１ｘ１０8－１ｘ１０10ＣＦＵ／ガロン
界面活性剤　　０．１－５％
増粘剤　　　　痕跡量
水　　　　　　残りの量
　　　　　　　総量１００％
を含んで成る第１項記載の組成物。
【００６９】
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　７．　多様な微生物フローラを含有する汚れた硬質表面を洗浄する方法であって、第１
項記載の組成物を前記表面に塗布しそして前記表面を乾燥させることで前記表面を洗浄か
つ殺菌することを含んで成る方法。
【００７０】
　８．　前記硬質表面が黄色ブドウ球菌、緑膿菌、豚コレラ菌および大腸菌から成る群か
ら選択される微生物を含有する第７項記載の方法。
【００７１】
　９．　前記汚れた表面に血清が有機汚れとして含まれていて、この有機汚れが、ＣａＣ
Ｏ3を１００－４００ｐｐｍ含有する硬水で希釈した前記組成物に入り込むことで、前記
組成物が１段階の殺菌性洗浄剤として効力を示す第７項記載の方法。
【００７２】
　１０．　下記の材料：
第四級材料　　１－１０％
微生物材料　　１ｘ１０9－１ｘ１０12ＣＦＵ／ガロン
　　　　　　　（コロニー形成単位）
界面活性剤　　１－１０％
増粘剤　　　　０．１－５％
水　　　　　　残りの量
　　　　　　　総量１００％
を含める第７項記載の方法。
【００７３】
　１１．　下記の材料：
第四級材料　　０．１－２重量％
微生物材料　　１ｘ１０8－１ｘ１０10ＣＦＵ／ガロン
界面活性剤　　０．１－５％
増粘剤　　　　痕跡量
水　　　　　　残りの量
　　　　　　　総量１００％
を含める第７項記載の方法。
【００７４】
　１２．　硬水表面洗浄用殺菌性水系組成物であって、本質的に下記の材料を下記の重量
：
カチオン性材料　　１－１０％
微生物材料　　　　１ｘ１０9－１ｘ１０12ＣＦＵ／ガロン
界面活性剤　　　　１－１０％
増粘剤　　　　　　０．１－５％
水　　　　　　　　残りの量
　　　　　　　　　総量１００％
で含んで成る組成物。
【００７５】
　１３．　更にカルシウムイオンも含んで成る第１または１２項記載の組成物。
【００７６】
　１４．　前記イオンが塩化カルシウムである第１３項記載の組成物。
【００７７】
　１５．　前記アンモニウム化合物が炭素原子数が６－１８のジアルキル，炭素原子数が
１から４のジアルキルアンモニウム化合物である第１項記載の組成物。
【００７８】
　１６．　前記アンモニウム化合物が炭素原子数が６－１８のジアルキル，炭素原子数が
１から４のジアルキルアンモニウム化合物である第２項記載の組成物。
【００７９】
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　１７．　バチルス属材料が枯草菌で構成されている第１項記載の組成物。
【００８０】
　１８．　バチルス属材料が枯草菌で構成されている第２項記載の組成物。
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